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午前10時00分開議 

○議長（春田 新一君）  おはようございます。 

 報告します。島居真吾君及び東圭一君から欠席の届出があっております。また、教育長の糸瀨

英俊君から欠席の届出があっております。 

 ただいまから議事日程第５号により、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（春田 新一君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

 本日の登壇者は、２人を予定しております。 

 それでは、届出順に発言を許します。１１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  おはようございます。１１番議員、市民協働の脇本啓喜です。 
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 大分市や香港で発生した大火災でお亡くなりになられました方々にお悔やみを申し上げますと

ともに、今もなお避難生活を余儀なくされていらっしゃる方々に心からお見舞い申し上げます。

一日も早い復興を御祈念申し上げます。 

 さて、金曜日に糸瀬議員がおじいちゃんになって、飲み過ぎ、食べ過ぎに気をつけたいとの発

言がありました。体の健康もですが、心の健康も大切です。口は災いのもとと申します。私は特

に、言い過ぎに気をつけて、冷静な質疑となるよう努めてまいりたいと存じます。よろしくお願

いします。 

 １番、上対馬病院建て替え後ろ倒しに伴う計画見直しについて。 

 （１）上対馬病院建て替え後ろ倒しに対する市長の受け止めについて。 

 ①「大きな病院がたくさんある都会なら、医療は安心」、そんなイメージが崩れ始めています。

患者は多くとも深刻な赤字を抱え、そこに医師不足、建物の老朽化など複合的な要因が重なり、

都市部の病院が相次いで閉院に追い込まれています。全国的な医療機関の経営危機状況に関して、

市長の所見を求めます。 

 ②上対馬病院建て替えの後ろ倒しは、建築資材や人件費の高騰、人口減少に伴う受診・入院患

者の減少、県病院企業団の経営の悪化などから、病院としてではなく、診療所としての建て替え

に変更されるのではと、市民から危惧する声が上がっています。市長の見解を求めます。 

 （２）上対馬病院の診療所化を回避するために市が行うべきことについて。 

 ①（１）を踏まえると、現在の建て替え計画を見直し、例えば現在の建屋の大改修の検討も行

ってはどうかとの意見もありますが、市長の見解を求めます。 

 ②①を行わないとすれば、上対馬病院の建て替えを診療所としての建て替えに変更とならない

ようにするため、市としてどのような手を打つつもりなのか、市長の答弁を求めます。 

 ２番、上対馬病院の役割と今後期待する将来像について。 

 （１）上対馬病院は、昭和１１年４月に豊崎村産業組合医院として開設され、その後、国民健

康保険直営病院を経て、昭和４３年４月に離島医療圏組合設立とともに同組合上対馬病院となり、

平成２１年４月１日に長崎県病院企業団傘下の長崎県上対馬病院に改称されました。 

 このような変遷を経ながら現在に至るまで、北部対馬市民には欠かせない地域病院として大切

な役割を担っています。 

 具体的には、対馬北部地域の１次医療から、救急医療、急性期から慢性期にわたりカバーして

います。また、在宅医療に力を入れており、訪問看護ステーション、訪問リハビリテーション、

通所デイケアを併設し、地域に密着した医療を展開しています。上対馬病院ホームページには、

「対馬北部の地域住民のニーズに対応しうる中核的医療機関として機能充実を図り、小児から老

人医療に至るまで、予防・治療・機能回復訓練に及ぶ地域包括医療の担い手として、地域住民と
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ともに、健康な町づくりに努めることを病院経営の基本方針としています。」と記載されていま

す。 

 以前、上対馬病院建て替えについて、市長からは現在の機能維持を求めるとの答弁がありまし

た。本当に現在の機能維持だけでよいのか大いに疑問です。改めて市長の所見を求めます。 

 （２）（仮称）北部対馬アクションプランの協議の場で、上対馬病院の将来像について、地域

包括ケア構築に向けてどう取り組んでいくのかを中心に、市長の所見を求めるつもりでしたが、

上対馬振興部によれば、医療や介護については、協議予定はないとの回答がありました。 

 令和６年６月議会で、（仮称）北部対馬アクションプランは観光費として計上をしているが、

観光に特化したプラン策定ではないと市長は答弁しています。答弁との食い違いが出てきている

と私は思います。なぜ、（仮称）北部対馬アクションプランで上対馬病院建て替え後ろ倒し問題

をはじめとする医療・介護に関する分野を取り上げなかったのか、市長の答弁を求めます。 

 ３番、対馬市における貿易振興について。 

 （１）上対馬病院の現在の建て替え予定地である比田勝港国内ターミナル背後地を白紙に戻し、

貿易振興拠点とする考えはないか、改めて市長の答弁を求めます。 

 （２）建て替え予定地を白紙に戻さないとしても、対馬市における貿易振興は重要だという点

は、これまでの市長発言からは十分認識できています。昨今は、民間事業者による輸入について

も動きが始まっています。今後の対馬市の貿易振興策について、市長の所見を求めます。 

 あとは答弁によっては、この場で再質問させていただきます。お願いします。 

○議長（春田 新一君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝 尚喜君）  おはようございます。脇本議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、全国的な医療機関の経営危機状況について所見を求めるとのことでございますが、日

本全国の医療機関は、物価や人件費などの高騰により、かつてない経営危機に直面しており、倒

産する医療機関も、２０２５年は過去最多のペースで推移しているところでございます。 

 また、法定耐用年数を超える病棟を持つ病院は、全国で全体の２７％に上り、かなりの病院で

耐用年数を超えているという状態になっているということが、調査で明らかになっており、私も

これらの実態については、大変危惧しているところでございます。 

 しかしながら、この状況に、国も医療機関や介護施設などを対象に、経営支援、処遇改善など

の補助金等を補正予算に盛り込む方針を、先日示されたところであります。 

 今後は、当然、物価上昇に伴う診療報酬の改正等も、来年度には見込まれるものの、医療機関

の経営において、いましばらくは大変困難な状況が継続するものと思われます。 

 ただし、長崎県病院企業団では、この状況を打開すべく、既に経営改善対策に取り組まれてい

るとお聞きしております。 
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 次に、診療所としての建て替えに変更を余儀なくされるのではとの、市民から危惧する声が上

がっていることに対する私の見解についてでございますが、これまでも、事業主体であります長

崎県病院企業団と協議をする中で、上対馬病院は、北部対馬地域の市民の安全と安心を補完する、

大変重要な医療機関であることから、現在の診療科目を継続することや、必要な病床数を確保す

ることなど、強く要請してまいりました。 

 また、長崎県病院企業団からも、上対馬病院については、２次救急医療機関として引き続き存

続する方針で、対馬市の医療提供体制の維持に取り組んでいくという、心強いお言葉を頂いてお

ります。 

 今後も、対馬市の医療提供体制の維持については、長崎県及び長崎県病院企業団と密に連携を

取りながら、市民の安全と安心に取り組んでまいります。 

 次に、現在の上対馬病院を大改修し、延命化してはどうかとの御意見についてでございますが、

まず、この上対馬病院の建て替えは、事業主体である長崎県病院企業団側からの提案でありまし

て、市に相談があった話でございますので、市として大改修の検討を行う予定はございません。 

 市といたしましては、将来にわたり市民が安心して医療サービスを受けることができるよう、

２次救急医療機関として、当初の予定どおり上対馬病院を建て替え、存続させていただくよう、

長崎県病院企業団へ強く要請してまいります。 

 この大改修につきましては、病院の建物の法定耐用年数は３９年となっております。そしてま

た、それよりも実際に病院の建て替えにつきましては、さきに空調や給排水等の設備の更新が大

体１５年から２０年でされているということでありまして、このことにつきましては、病院企業

団の関係者のほうと話をさせていただきましたけれども、上対馬病院につきましては、建物自体

よりも、今申しましたように、この給排水等の配管が、もうどうしようもないというようなこと

でありました。 

 次に、上対馬病院が診療所とならないように、市としてどのような手を打つのかということで

ございますが、市といたしましても、上対馬病院建て替えに当たっては、長崎県及び長崎県病院

企業団と共に最大限事業費を縮小させるため、必要な建設規模などの精査、縮減に協力して取り

組んでまいりたいと存じます。 

 また、国に過疎対策事業債の利用額の増額を要望し、財政的に有利な制度を最大限活用するこ

とで、資金確保の負担軽減を図り、上対馬病院建て替えを長崎県及び長崎県病院企業団と共に実

現したいと考えております。 

 次に、上対馬病院建て替えについて、市長からは現在の機能維持を求めるとの答弁があったが、

本当にそれでよいのか大いに疑問があるとのことでございますが、この機能維持の件につきまし

ても、長崎県病院企業団側から市に相談があった話であります。ただし、今後の経営状況や運営
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形態などにより、長崎県病院企業団から相談があれば、協議しないとのことではありません。正

当な理由で、納得ができる内容の協議であれば、適宜検討してまいる所存であります。 

 いずれにしましても、先ほど申し上げましたとおり、市といたしましては、将来にわたり市民

が安心して医療提供を受けることができるよう、当初の予定どおり上対馬病院を建て替え、存続

させていただくよう、長崎県病院企業団へ強く要請してまいります。 

 次に、（仮称）北部対馬アクションプランの場で、上対馬病院の将来像について、地域包括ケ

ア構築に向けてどう取り組んでいくのかを中心に所見を求めるとのことでございますが、（仮

称）北部対馬アクションプランは、市民と行政が地域内外の協力者と連携しながら、力を合わせ

て地域振興を進めていくための行動指針となるように、計画の策定を進めております。 

 その場で、上対馬病院の役割として、北部対馬市民の健康を支え、地域に根差した病院を目指

す将来像について考えることは、その一部分としてはあろうかとは思います。しかしながら、複

数の分野にわたる地域包括ケアシステムを構築するには、医療や介護のみならず、福祉サービス

を含めた様々な生活支援サービスを考えていかなければなりません。 

 そのため、（仮称）北部対馬アクションプランとは別に、高齢者福祉計画及び介護保険事業計

画によりまして、保健部が中心となり、関係機関と連携しながら、地域包括ケアシステムの深

化・推進を図っております。 

 今後も上対馬病院をはじめとした関係機関と一致団結し、北部地域の高齢者が住み慣れた場所

で自分らしい暮らしを最後まで送れるように、支援体制の構築に取り組んでまいります。 

 次に、上対馬病院の建て替え予定地を白紙に戻す考えはないかとの質問でございますが、令和

７年第２回定例会の一般質問でも申し上げましたが、白紙に戻す考えはございません。まして、

この貿易振興と市民の命を守る、大切な、この上対馬病院建て替えを天秤にかける気持ちはあり

ません。 

 次に、今後の対馬市における貿易振興策について所見を求めるとのことでございますが、韓国

釜山に近接する本市の地理的優位性は、ほかにはない最大の強みであり、これを生かした貿易振

興は、観光業と並ぶ地域経済活性化の柱となり得ると認識しております。 

 古来より、朝鮮半島と日本本土をつなぐ国境の島として栄えてきた本市にとって、ヒト・モ

ノ・カネが循環する貿易の振興は、人口減少対策及び地域経済の活性化において、極めて重要な

鍵を握っていると考えております。 

 昨今、民間事業者において、韓国からの水産物輸入や加工貿易に向けた具体的な動きが始まっ

ていることは、本市にとって大きな好機と捉えており、行政としてもこの機運を逃さず、後押し

をする必要がございます。 

 また、庁内の体制につきましても、課題解決に向けた部局間連携など、市内の状況を見ながら、
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今後の必要性を注視してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  １番の（１）については、市長と特に①のところについて、全

国の医療機関が今、大変な状況にあるということについては、同じ考えだなというふうに受け取

りました。 

 ただ、２番目についてなんですが、やはり、県には上対馬病院、現在の診療科目の維持を強く

要請しているということだったんですが、これ、建設するとしたら、もうあと５０年は使わなき

ゃいけない。その５０年先を見たときに、今のその診療科目でいいのか、これから必要とされて

いるのは何なのか。特に上対馬病院の場合は、一般病床を全て廃止して地域包括ケア病棟に、こ

れ、全国でも特異な形だと思います。こういった方向に進んでいるということであれば、今の診

療科目でいいのかというところからも、市民の声を聞きながら、現場の声を聞きながら、今から

考えていかなきゃいけないのかなということで提案させていただいておりますので、御理解くだ

さい。 

 それから、（２）番目なんですが、上対馬病院の診療所化を回避するために市が行ってほしい

ことについてなんですが。市は大改修の検討を行わないと、もう断言されておられました。それ

から、法定耐用年数４０年、空調、排水が１５年から２０年で更新が必要で、配管が大変弱って

いるという指摘がございました。 

 これ、ちょっと後から言おうと思っていたんですが、市長も参加された癩癩ちょっと待ってく

ださいね。１１月に行われた会議に参加されたんではなくて、資料だけ送られてきたんですかね。

令和８年度の企業団の当初予算の方針についてというのが送られてきましたね。市長も御覧にな

られましたか。部長だけ。（発言する者あり）副市長は見られましたか。 

 その中で、この企業団の厳しい経営の上に、また、上五島病院、上対馬病院の新築建て替えで

すね。それと、壱岐病院の増改築等財政状況は厳しい状態だと。それだから、特に建て替えを計

画している病院については、新たな医療機器の購入を辛抱してほしいというようなメールが私の

ところにも届いておりました。 

 これ、今現在建て替えるから我慢してくれと言われていますが、この経済状況とかいろんな状

況、市長も把握されていると思います。またこれが延びるということになれば、建て替えるから

我慢しとけっていうのがずっと続く、そんな心配もされるじゃないですか。 

 そうであれば、今の段階で新築ではなく大改修で、病院として建て替え直してもらえないかと

いうことを協議することは、何も悪いことではないと思うんです。将来どういう形にしていこう

かということを、市民それから現場の医療従事者と一緒になって話し合う場を持っていただけま
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せんかというのが私の思いです。 

 頭ごなしに、もう決まったことだからではなくて、そこを柔軟に考えていただくわけにはいき

ませんか、市長。 

○議長（春田 新一君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝 尚喜君）  私自身も、これを強引に建て替えに持っていくという気持ちじゃござ

いません。このことにつきましては、まず、この長崎県病院企業団の関係者のほうからも、上対

馬病院については、建物自体の糂体は、ある程度、我慢はできても、何せ、先ほども申しました

ように、この給排水のほうが、もう早く更新をしていかないと、今現在の病院の中では入院患者

もいらっしゃる中で、そこでガタガタ給排水の設備をやり替えるということは考えられないとい

うようなことでありました。 

 実際に、私も、対馬市の四季の会という官公庁の関係の懇親会の中で、対馬病院の院長先生の

ほうと、このことについて、ちょっといろいろ参考までにお話もお聞きしたんですが、やはり、

院長先生のほうも、まず、糂体よりも、この給排水の関係が、もうどうしようもないということ

で、私と同じように。やはり、そこは普通の建物であれば、少々我慢してでも工事はやれるでし

ょうけど、入院患者がいらっしゃる中で、その給排水等をやり替えるっていうことは難しいです

よというような話でございました。 

 そういう関係もあって、私もこのことについては、やはり大改修じゃなくて、病院としては建

て替えるべきだというふうに考えているところでございます。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  今、院長という言葉がありましたけど、院長とは、上対馬病院

の院長ですか。（発言する者あり）対馬病院の院長ですよね。 

 １０月に行われました運営会議、副市長、出席されていましたね。総務部長も保健部長も出席

されていました。 

 これ、どこまで言ったらいいのか難しいところなんですが、市長もお聞きになっていると思い

ます。今、うなずかれましたので。ただ、市民が何のことを言っているか分からないと思います

ので、関係者からということにしておきましょう。このまま新築という形でいいんだろうかとい

う発言もあっております。ぜひ、その関係者も、長崎県病院企業団とも、もちろんいらっしゃる

人ですから、長崎県病院企業団とも話はするところもあるんでしょうが、市もどういうふうに考

えているのかということを非常に懸念されていました。ぜひ、市長ともお話をしたいというふう

におっしゃられていました。ぜひ足を運んでいただいて、直接お聞きいただければと思います。

聞いてそのとおりに、もちろん、すぐしてほしいなんて言っているんじゃないですよ。もちろん、

市長は市長の考えでされればいい。ただ、お話だけでも聞いていただけないかということで、今、
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提案させていただいています。 

 その会議の後に、やっぱり年に１回だけ、病院と議会それから市役所、そういった関係者が集

まって話をするのではなくて、年にもう少し複数回、こういう話をできるようにできないかとい

う提案もあっております。それも受けて、まだ決定ではないんですけど、総務文教厚生委員会の

ほうで閉会中の所管事務調査、ちょうど先ほども申し上げましたけれども、地域包括ケア病棟に

変わったばかりですので、その後の状況等も調査して、それ以外のことも含めて、今後の在り方

についてお話ができる機会をということで、所管事務調査が終わった後も会合を持とうかとして

います。そのときには、正式な場ではなかったんですが、懇親会の場で、対馬振興局長それから

議長、ほかにも、よろしければ市長も来ていただいて、現場の方の話、それから逆に、市長の思

いも伝えていただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（春田 新一君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝 尚喜君）  確かに、長崎県病院企業団と、また病院関係の関係者会議の中でその

ような話が出たということは、副市長のほうから、帰ってきてすぐに報告がございました。 

 私もそのことでちょっと、まず、長崎県病院企業団のほうから、そういった給排水等が、ちょ

っと更新をしなくちゃ、あと何年もつか分からないというような、そういった危機的な状況も話

を聞いておりましたので、何でその関係者の方がそういうことを言われるのか理解に苦しむとこ

ろでありましたので、その後、先ほど申しましたように、対馬病院の院長先生のほうにその状況

をお聞きいたしましたら、やはり、糂体はまだ確かに大丈夫なんだと。しかし、給排水等の、も

う配管、これがもうやり替えないと、本来であれば１５年から２０年ぐらいで、普通、この病院

等は更新をするらしいです。 

 そこで、特に上対馬病院は、何かそこが、もう本当になかなか待つことが困難な状況らしいと

いうことで、院長だけじゃなくて、ほかの関係者からもそういうふうに伺っておりますので、私

といたしましては、やっぱり、この北部市民の命と健康を守るためには、これをぜひともやって

いかなくてはならないものというふうに決意しております。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  配管のことはよく分かりましたし、それに対応するために、も

う新築じゃないと駄目なんだという市長の強い思いも、今、伝わりました。 

 令和６年３月の議会で、市長が当初、建て替え地選定を再検討しないと言った理由は、「現在

の建て替えのスケジュールでは、令和１０年３月の開院に向け順調に建設が進んだとしても、約

４年の月日がかかる。今から新たに候補地を再度見直すとなると、さらに月日を要することから、

一層老朽化が進み、令和６年度には耐用年数を迎える病院の現状を考えると、一度白紙に戻すこ

とは考えていない。一日でも早く開院することが地域住民の皆様の安心、安全につながると考え
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る。」と、今と全く同じ答弁をしていただきました。 

 ところが、今年３月の長崎県病院企業団議会で、上対馬病院建て替え計画の後ろ倒しが公表さ

れました。 

 このパネルを御覧ください。上は変更前のタイムスケジュールで、下は変更後のことについて

書いてあるものです。 

 これを見れば、後ろ倒しになったことで、改めて計画を再考する期間が生まれていると私は思

います。当初、令和７年１月には基本設計の準備に取りかかる予定が、早くとも令和９年度の中

頃、つまり２年半以上も後にずれ込んでいます。それなのに、この８か月余りの間、長崎県病院

企業団マターのことだから対馬市は口出しできないというかのように、有効な手だてを打とうと

はしてこなかった。そういうふうに私は思っています。 

 対馬市は、企業団病院に対して応分の負担をしているのですから、それに見合った、「どうい

う病院にしてほしい」という要望をもっと出してもいいと私は思います。 

 今日から数えても、再検討する期間が１年半以上残されているんですよ。竣工・開院は３年以

上後ろ倒しになります。そうなれば、世の中の情勢も大きく変わります。先ほども申し上げまし

た。それに対応するためにも、市民や現場の上対馬病院の声を聞き、当初計画のもう一度、再検

討するというか、声を聞こうということは考えられませんか。 

 冒頭の質問で、上対馬病院の沿革に触れました。行政が病院の経営に一歩、いや二歩も距離を

置き始めた時期は、離島医療圏組合から長崎県病院企業団に組織変更した時期と重なると私は感

じています。その組織変更を承認するか否かを審議した議事録を改めて拝読しました。当時の議

員は真剣に、喧々諤々議論なさっています。心から敬意を表します。 

 ところで市長、当時の厚生常任委員会と本会議の採決結果を御存じですか。 

○議長（春田 新一君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝 尚喜君）  私のほうは、確認はしておりません。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  うん。では、少し残念ですが、委員会では、企業団への加盟は

否決され、本会議では、逆転して加盟するほうが賛成多数で可決されています。その審議の過程

で、加盟に反対する議員が最も危惧していたことは、市長、一体何だったと思われますか。（発

言する者あり）はい。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  「対馬市の病院経営・運営への関与が薄くなり、地元の意見・

要望が通りにくくなる」。これは委員長の報告から抜粋しました。ということが大いに危惧され

ることが、病院企業団への加盟に反対する最も大きな理由だったと私は認識しています。 
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 加えて、先ほど申し上げましたように、病院を建てるから我慢してくれと、一方的と捉えてし

まうのは私だけでしょうか。それでも必要なものは購入していただきたい。こういう状況だと、

雨漏りしても対応していただけるんだろうか。そこまで心配しています。 

 市長、離島医療圏組合の上対馬病院の理事長は誰であったかお答えください。 

○議長（春田 新一君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝 尚喜君）  離島医療圏組合の病院の理事長は、恐らくその当時の町長であったろ

うというふうに思っております。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  そうです、そのとおりです。合併以前は上対馬町長、合併後は

対馬市長が理事長として経営・運営にも携わってくださっていました。経営母体が変わったとし

ても、企業団のトップが企業長であったとしても、市民の命と健康を守る第一義の責任者は市長、

あなた自身だと私は認識しています。 

 先ほどの市長の考え方も十分分かります。市長の考えでこういう方針をしているんだっていう

のも分かりますし、私も心配して、本当に新病院、後ろ倒しになってもできるのか、それぞれ結

論は違っても、市民のことを思っての行動だというのは十分理解しています。 

 １１月１７日に、私は同じ長崎県企業団病院議員の針谷議員と一緒に、上対馬病院長谷川院長、

立花事務長それから永野総師長と、今後の上対馬病院の将来像についてお聞きして、私たちから

も意見を言わせていただいて、そういう機会を設けていただきました。現場は、先ほども申しま

したが、長崎県病院企業団だけでなく比田勝市長に直接話を聞いてほしいと、そういうことも望

んでいらっしゃいました。 

 さて、先輩議員の「地元の意見がないがしろにされるのでは」との心配が現実になっているん

じゃないか。それも長崎県病院企業団マターではなく、長崎県病院企業団のほうからではなく、

市長が遠慮されて、意見をまだ具申することをはばかっているのではないか。そういうふうにも

受け取られかねません。 

 市長、お願いです。そんなことはないと私に反論してください。言うことは言うんだというこ

とをおっしゃっていただきたいと思います。いかがですか。 

○議長（春田 新一君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝 尚喜君）  大変、私に対して失礼ですよ。（「いやいやいや」と呼ぶ者あり）も

う。要は、これまで、この長崎県病院企業団また議会側も、いろいろな深い議論をされた上で、

今現在このような形になってきているものと、私自身思っております。そういった過去の先輩議

員、関係者の方たちに対しても失礼だというふうに思いますし、私自身、長崎県病院企業団のほ

うとは院長はじめいろいろと、私個人だけではなくて関係部長等も含めて、いろいろな要望をす
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るところは要望を重ねながら、よりよい病院となるように話を進めさせていただいているところ

でございます。 

 今、議員の質問では、私が何も長崎県病院企業団側には申立ても話もしてないみたいなことで

質問がありましたけど、決してそういうことではない。私自身、担当じゃなくて、あくまで企業

長と、特にいろいろと話をするところはさせていただいているつもりでございます。 

 そういうことで、こちらとしても今後も流されることなく、今、議員も言われたように、こち

らの要求は強く要求をしてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  失礼だというふうに言われたのを真摯に受け止めます。 

 ただ私の思いとしては、けしかけるつもりはありません。ありませんでした。ただ、今、市長

が本当に失礼だと私に言うぐらい、そういう気持ちで取り組んでいるということを本当に、市民

にも言ってほしかった。その気持ちも御理解ください。 

 ところで、概算で結構です。上対馬病院建て替え総工費は、当初予算が幾らで、後ろ倒しされ

た計画では幾らになっているかお答えください。 

○議長（春田 新一君）  保健部長、阿比留正臣君。 

○保健部長（阿比留 正臣君）  お答えいたします。 

 令和５年２月段階で、当初お話があった話では約２０億円でございます。その後は金額的な提

示はございませんでしたけれども、かなり増額されているというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（春田 新一君）  １１番、脇本啓喜君。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  「かなり」では、少し具体性に欠ける。今どれだけ本当にかか

るのかを考えないと、本当に大変申し訳ありません、新築で本当にできるんだろうかということ

に検討もできないじゃないですか。 

 長崎県病院企業団の総務部長にお聞きしたところによると、当初、今おっしゃるとおりです。

約２０億円、２０.６億円ですね。それで、現在、約２倍の４０億円に上ろうかとしているとい

うことです。市長もうなずいていらっしゃいます。現状分かると思います。もちろん、私も後ろ

倒し計画どおり病院として新築していただけることが理想的だと思っています。しかし、政治は

１００％かゼロか、それでは駄目じゃないですか。転ばぬさきのつえとも言います。このまま長

崎県病院企業団が言う上対馬病院建て替え後ろ倒しを待っていたら、市民が危惧しているような

ことも心配しなければいけない。 

 では、そのことについても独自に考えておこうというのはリスクヘッジのことからも必要じゃ
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ないかということを、申し訳ないです、もう一回言います。私も、この後ろ倒し計画どおり進む

ことが理想だと思っています。ただ、そうじゃなかったときのことも考えておかなきゃいけませ

んよねという話をさせていただいています。御理解ください。 

 先日、ある議員から、「脇元議員は口ばっかりで、住民を集めて上対馬病院建て替え計画の現

状を伝えたり、自腹切ってアンケートでもすればいいとに、何もせんね」と御批判を受けました。

真摯に受け止めます。長崎県病院企業団議会の報告をさせてもらえなかったとか、一般質問して

もなかなか市長とかみ合わないとか、そういう言い訳をしても何の解決にもなりません。 

 １２月２４日に開催される長崎県病院企業団議会でも、この件について一般質問を行う予定で

す。市長の考えもしっかり受け止めてやってまいります。アンケートは間に合わないとしても、

より多くの方々から御意見、御要望をお聞きして望む所存でございます。市民の皆様、どうか皆

様の声をお聞かせいただきますよう、この場を借りて改めてお願い申し上げます。 

 さて、ただいま北部市民と限定せず市民の皆様と訴えさせていただいたのは、この上対馬病院

建て替え計画は市民全体の医療に関わる問題であると認識してほしいからです。 

 想像してみてください。もし上対馬病院が診療所化されたら、ちょっとしたけがであっても、

救急患者はほぼ対馬病院に搬送されることになるでしょう。また、上対馬診療所となれば病床が

なくなり、入院患者は対馬病院に集約されることになり、病床不足となることは明らかです。さ

らに、ＤＰＣを導入していない、つまり入院日数制限が比較的緩い上対馬病院では、この１０月

から一般病床を全て地域包括ケア病床として、社会的入院や在宅でお世話する家族が休める短期

預かり入院とも言えるレスパイト入院も受け入れやすくなっています。しかし、これらの入院患

者が対馬病院に転入院されるとすれば、夜間の徘回患者がさらに増えるなど看護師等の負担はさ

らに増して、多くの離職者が生まれると危惧されます。 

 時の流れで、いつかは上対馬病院の診療所化は免れないでしょう。しかし、それを少しでも後

倒しできるように努めていくのが、我々対馬市の政治家の使命だと私は思っています。 

 以上です。 

○議長（春田 新一君）  脇本議員、時間が来ていますよ。 

○議員（１１番 脇本 啓喜君）  はい。 

○議長（春田 新一君）  これで、脇本啓喜君の質問が終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（春田 新一君）  暫時休憩します。再開を１１時１０分からとします。 

午前10時51分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 


